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 本校では、運動会とかしわ祭を隔年で開催しています。新型コロナウイルス感染症の拡大防止のた

めに参観は家族のみとして午前開催で実施しました。保護者の皆様、ご理解ご協力ありがとうござい

ました。各学部では9月頃から取り組みましたが、当日の発表では子供たちの成長を感じられたかし

わ祭となりました。多くの関係者の皆様にお見せできなかったのが残念ですが、各学部担当からの取

り組み、当日の様子をお知らせします。 

  みんなで頑張ったかしわ祭～ふしぎなりゅうぐうじょう～ 

今年の小学部の発表演目は、『ふしぎなりゅうぐうじょう』。

昔話の浦島太郎をモチーフにした冒険ファンタジー絵本を小

学部の子どもたちに合わせて台本にしました。「子どもたちが

考える、子どもたちで活動する、個々の良いところを引き出せ

る発表」を目指して取り組みを進めました。 

9 月に絵本の読み聞かせをして、かしわ祭に向けての取り組

みがスタート！高学年がリーダーになり、演目名や配役、発表

に必要な物や自分たちで作る物を考え、学活の時間に子ども達

みんなで話し合って色々な事を決めてきました。かしわ祭の目

標を決め、そのために自分がどう頑張るのかを考えて、ステー

ジ練習期間に入りました。最初は、本当にできるのかと心配も

ありましたが、練習を重ねていくと台詞を覚え、立ち位置への

移動や動きもスムーズになりました。ビデオ撮影をして自分の

良いところや改善点を考え、役の気持ちを考えて動きを工夫し

たり、台詞を加えたりする様子が見られるようになり、子ども

たちの成長していく姿に驚かされました。練習の司会や今日の

めあての発表、感想発表を自分たちで行うなど、全員が色々な

役割を担当しながら練習に取り組んだり、音楽の時間に取り組

んだ手話ソングやリズムダンス、楽器演奏、それぞれが得意な

事を発表する場面もあり、多くの動きや発表があり大変でした

が、子どもたちはみんな楽しみながら毎日の練習に取り組んで

いました。また、椰子の木や竜宮城、

宝物や玉手箱、貝や魚とたくさんの

道具づくりにも意欲的に取り組みま

した。特に大ダコと戦うための刀づ

くりでは、やる気満々！自分だけの

お気に入りの刀が出来上がりまし
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た。そして、かしわ祭当日。やや緊張気味の様子も見られましたが、大・大・大成功！！ これまで

で一番気持ちのこもった発表が出来ました。当日、発表が終わって幕が閉じると、感極まって泣き出

す子も・・・。頑張っている子どもたちの様子を見て先生たちは、ほっとしながらも感動して目が・

・( ；∀；) 子どもたちから素敵なプレゼントをもらいました。子どもたちのパワーを改めて感じさ

せられる行事、それぞれの成長を感じるかしわ祭になりました。小学部８名、みんなで頑張ったかし

わ祭。取り組み期間から当日まで、本当に良い経験になったと思います。かしわ祭の後は、子どもた

ちの満足そうな、とびきりの笑顔を見ることができました。(*^_^*)  

 
がんばった かしわ祭 ～みんな   ～ 

 幼３・幼２の子どもたちは今年が最後のかしわ祭にな

るので、みんなが主役になれる劇を考え「ヘンゼルとグ

レーテル」にしました。夏休み明けすぐに、ヘンゼルと

グレーテルの話に親しんでもらうために、お菓子に関わ

る活動を取り入れました。家で食べたお菓子の袋を持っ

てきて発表したり、粘土で小さなお菓子の家を作ったり

しました。また段ボールで大きな家を作り、自分たちで

作ったお菓子を壁や屋根に貼りつけてお菓子の家を作

りました。お菓子の家が出来上がると、その完成度の高さに自画自賛し、その家でおままごとで遊ん

だり、かくれんぼの隠れ家として遊びました。 

 １０月になり、いよいよ劇の練習が始まりました。始めは物語に出てくる魔女が怖くて、劇の練習

になると泣いてしまう友達もいましたが、変身バッチ（劇のキャラクターがプリントされたバッチ）

をつけると、その役になりきり、演技できるようになりました。背景づくりでは、個性豊かに作った

様々なお菓子やケーキをのりで貼り付け、自分の好きな絵を描きました。衣装づくりでは自分で衣装

の色を決め、どんな装飾をするかをすべて自分たちで考えてつくりました。以前までの子どもたちな

ら友だちや先生の作品を見て、真似して作っていましたが、今回は真似することもなく、自分の思い

のままに衣装を作っていました。１１月に入りいよいよ本番が近づいてきました。セリフも覚え始め、

教師の助けなしで表現できるようになってきました。劇の練習に慣れてくると、演技の途中でアドリ

ブを入れてきたりしたので驚きました。 

 本番当日は幼稚部の劇が始まる直前、緞帳の裏で幼２の幼児が泣いてしまうハプニングもありまし

た。（後から話を聞くと「パパとママに会いたかった」と言っていましたが・・・） 

 しかし、幕の裏で泣いている友だちに対して、「大丈夫？」と声をかけ

る様子もあり、その場面に感動してしまいました。劇が始まると、今の今

まで泣いていたのがうそのように、堂々と演技することができました。幼

３の幼児たちも、自信をもって堂々と演技をすることができました。今ま

での練習の中で１番自信をもって発表できたので、演技の後に大きな大き

な花丸をもらいました。かしわ祭が終わった後も、みんなで廊下に並ぶ際、

列がズレていてので注意していると、横から「まぁまぁ、そんな

に怒らなくても～（劇中のヨシカワーテルの台詞）」を言って場

を和ませてくれました。今回のかしわ祭の練習でことばの練習

や、会話の間、ことばの面白さを体感できたと思いました。 



～さすがだったね、中学部高等部～ 

 観た人たちが「さすが中高等部だ！」と感じる劇を作ろう、と

生徒も教師も一丸となって取り組みました。結果、前日の練習で

は見られなかった大きな動きが見られ、生き生きした表情で堂々

とセリフが出て、涙が出るほど素晴らしい出来栄えとなり、生徒

たちの「すごさ」を実感しました。「さすが中高校生！！言うこ

となし！」と終了後に伝えたら、全員がキラキラの笑顔と拍手で

応えてくれました。 

 本校在学１５年間最後のかしわ祭となる高等部 3年生に、やり

たい内容を考えてもらいました。古事記がやってみたいというこ

とで、それに関する資料を準備してくれました。神さまそれぞれの特徴から、適役は誰かを考えなが

ら台本を仕上げ、一緒に配役の原案を出しました。でも、その原案に頼ることなく、生徒たちがしっ

かり考えながら、ほとんどの役が立候補で決定しました。 

 セリフも長く、非現実的な内容で、聞きなれない言葉も多い台本だったのですが、みんなが努力し

て自分のものにしていたことに驚きました。最初の練習では、本当にこれが出来上がるのかと不安し

かなかったのですが、１週間後にはほとんどセリフが入り、一人一人の神さまの個性が確立してきて

いました。ダンスは体育の授業の中で、全員が動きやすい振り付けを話し合って決め、練習を重ねま

した。当日は、切れの良い揃ったダンスが素晴らしかったです。 

 唯一の大道具だった岩戸の扉は、ある先生が技術室に籠って仕上げたこだわりの逸品です。着色は

文化部生徒が行い、存在感ある岩になりました。小道具や衣装などは先生方に頼ることが多かったの

ですが、最終仕上げは自分たちで個性的なものに仕上げることができました。 

 背景無しで大道具を最小限にしたため照明は重要で、照明係はタイミングを合わせる練習をしまし

た。中高等部の大成功は、生徒も教師も一丸となって取り組んだことではないでしょうか。ご家族の

あたたかいご協力、ご支援に感謝申し上げます。 

 みんなで一つの目標に向かい、協力して完成させることのおもしろさを知ることができたと思いま

す。 ９人の小さな集団ですが、これからもみんなで大きな経験を積み上げ、さらに成長してゆくこ

とを心から願っています。 

  

 

職員劇「人魚王子」ができるまで 

 「ろう学校でしかできない劇を作りたい！」そう思ったのが２年前のかしわ祭直後のある日でした。

その日から「人魚姫（リトル・マーメイド）」をベースに、少しずつ考えたオリジナルストーリーが、

今年度の職員劇「人魚王子」です。先生たちの手話の表現力を活かしたいと考え、「海の中では声が



出せない。だから手話で人魚たちは会話をしている世界」を設定しました。 

 練習時間の確保がなかなか大変でしたが、出演者１人１人が自主練も頑張って、たくさんの台詞や

手話、演技を覚えました。また、大道具や小道具、衣装の準備も、劇に出演しない人たちが、仕事の

合間に工夫して作りました。「毎日練習を頑張っている子どもたちに負けないぞ！」を目標に、職員

一丸となって、「人魚王子」の劇を完成させることができました。 

 劇の中で最後に王様が言った台詞、覚えていますか？「声、手話、人間、人魚関係ない。みんな同

じ仲間だ。みんなで仲良く暮らしましょう」一人ひとりの良いところを認め合い、苦手なところを支

えあう、そんな学校、そんな世界を目指したいという願いを込めた職員劇でした。当日は、子どもた

ちやお客さんたちがみんな興味をもって、たくさん笑って見てくれました。最高にうれしかったです。

ありがとうございました。        

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【1２月】 

 6日(月)歯科巡回教室       6日(月)～高等部職場実習 

 8日(水)ＰＴＡ運営委員会     10日(金)おみせやさんごっこ（幼）   

15日(水)補聴器相談        17日(金)研究授業のため 12時 10分下校 

16日(木) 20日(月) 40分日課  21日(火)お楽しみ会(中高）、保護者面談、給食後下校  

22日(水)お楽しみ会(幼小)   24日(金)給食後下校    

26日(日)冬季休業開始～1月 6日(木) 


